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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究

一
五
〇
〕

昭
和
五
一
4
（
撮
驕
嘱
煉
だ
酌
巻
）

　
債
務
者
の
代
理
人
が
本
人
と
し
て
し
た
作
成
嘱
託
及
び
執
行
受
託
に
基
づ
き

作
成
さ
れ
た
公
正
証
書
の
効
力

　
　
配
当
異
議
事
件
（
昭
和
五
一
・
一
〇
・
一
二
第
三
小
法
廷
判
決
）

　
　
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
、
訴
外
A
株
式
会
社
に
対
す
る
判
決
の
執

　
　
行
力
あ
る
正
本
に
基
づ
い
て
A
会
社
の
訴
外
B
銀
行
に
対
す
る
債
権
を
差
押
え
た
と

　
　
こ
ろ
、
右
債
権
は
既
に
Y
（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
が
Y
と
A
会
社
間
の
公
正

　
　
証
書
の
執
行
力
あ
る
正
本
に
基
づ
き
差
押
え
て
い
た
。
そ
こ
で
B
銀
行
は
供
託
し
、

　
　
配
当
期
日
が
開
か
れ
て
配
当
表
が
作
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
X
は
配
当
期
日
に
出
頭

　
　
し
、
右
公
正
証
書
は
A
会
社
の
嘱
託
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
債
務

　
　
名
義
と
し
て
の
効
力
は
な
い
と
し
て
右
配
当
表
の
配
当
金
額
に
異
議
を
述
べ
、
本
件

　
　
配
当
異
議
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　
　
事
実
審
の
確
定
し
た
本
件
公
正
証
書
作
成
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Y
は
A

判
　
例
　
研
　
究

会
社
に
対
し
て
売
掛
債
権
を
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
一
〇
〇
〇
万
円
に
つ

い
て
債
権
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
、
公
正
証
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
両
者
の
間
で

合
意
が
成
立
し
た
。
そ
こ
で
A
会
社
の
代
表
取
締
役
C
は
D
に
対
し
右
内
容
の
公
正

証
書
作
成
方
を
指
示
し
、
印
鑑
証
明
書
等
の
必
要
書
類
と
A
会
社
印
を
交
付
し
た
と

こ
ろ
、
D
は
本
件
公
正
証
書
の
作
成
を
公
証
人
に
嘱
託
す
る
に
際
し
、
A
会
社
代
表

取
締
役
C
と
称
し
、
且
つ
本
件
公
正
証
書
に
C
と
署
名
し
、
そ
の
名
下
に
A
会
社
の

社
印
を
押
印
し
た
。
第
一
審
、
原
審
と
も
本
件
公
正
証
書
の
効
力
を
否
定
し
た
と
こ

ろ
、
Y
は
、
公
証
人
法
が
公
正
証
書
嘱
託
に
つ
ぎ
厳
格
な
手
続
を
要
求
し
て
い
る
の

は
、
公
正
証
書
が
執
行
手
続
上
強
力
な
権
限
を
有
す
か
ら
、
正
当
な
権
限
を
有
し
な

い
者
に
よ
り
嘱
託
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
、
た
ま
た
ま
手
続
上
の
違
背
が

あ
つ
て
も
、
実
体
上
の
権
限
が
あ
る
者
の
嘱
託
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

で
、
実
体
上
の
権
利
関
係
に
影
響
が
な
い
こ
と
が
明
白
な
場
合
は
、
当
該
公
正
証

書
は
無
効
と
な
ら
な
い
、
と
し
て
上
告
。
こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
は
以
下
の
よ
う
に

判
示
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
。

一
七
　
（
一
四
四
五
）



　
　
判
　
例
　
研
究

「
公
正
証
書
は
、
訴
訟
手
続
を
経
る
こ
と
な
く
そ
れ
自
体
で
債
務
名
義
と
な
り
、
債

権
者
は
こ
れ
に
執
行
文
の
付
与
を
受
け
て
強
制
執
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
公
正
証
書
が
公
正
の
効
力
を
有
す
る
た
め
に
は
法
律
の
定
め
る
要
件

を
具
備
す
る
こ
と
を
要
す
る
（
公
証
人
法
二
条
）
と
こ
ろ
、
代
理
人
に
よ
る
公
正
証

書
作
成
の
嘱
託
に
つ
い
て
は
、
代
理
権
限
を
証
す
る
書
面
や
印
鑑
証
明
等
の
提
出
を

要
し
（
同
法
三
二
条
）
、
公
証
人
は
、
本
人
に
対
し
代
理
人
の
氏
名
等
所
定
の
事
項

を
通
知
し
（
同
法
施
行
規
則
一
三
条
の
二
）
、
作
成
し
た
公
正
証
書
を
列
席
者
に
読

み
聞
か
せ
又
は
閲
覧
さ
せ
た
う
え
、
列
席
者
各
自
こ
れ
に
署
名
捺
印
す
る
こ
と
を
要

す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
同
法
三
九
条
）
。

思
う
に
、
右
法
規
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
公
正
証
書
の
も
つ
重
要
性
に
か
ん
が

み
、
公
正
証
書
が
正
当
な
権
限
を
有
す
る
者
に
よ
つ
て
嘱
託
さ
れ
、
そ
の
記
載
事
項

が
真
実
に
合
致
す
る
こ
と
を
担
保
す
る
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
公
正
証
書

の
作
成
を
現
実
に
嘱
託
す
る
者
に
人
違
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
公
正
証
書
の
作

成
に
あ
た
り
要
求
さ
れ
る
最
も
基
本
的
な
事
項
と
い
う
ぺ
ぎ
で
あ
つ
て
、
署
名
が
行

為
者
を
識
別
す
る
重
要
な
方
法
で
あ
る
こ
と
、
他
方
、
公
正
証
書
に
記
載
さ
れ
る
執

行
受
諾
の
意
思
表
示
は
、
公
証
人
に
対
し
て
さ
れ
る
訴
訟
行
為
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に

は
私
法
上
取
引
の
相
手
方
保
護
を
目
的
と
す
る
民
法
の
表
見
代
理
に
関
す
る
規
定
の

適
用
又
は
準
用
が
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
最
高
裁
昭
和
三
一
年
㈹
第
コ
一
三

号
同
三
三
年
五
月
二
三
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
一
二
巻
八
号
一
一
〇
五
頁
参

照
）
こ
と
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
代
理
人
の
嘱
託
に
よ
る
公
正
証
書
の
場
合
に
は
、

公
証
人
法
の
前
記
規
定
に
定
め
る
手
続
を
履
践
し
、
か
つ
、
当
該
公
正
証
書
に
嘱
託

者
で
あ
る
代
理
人
が
自
署
す
る
こ
と
を
要
し
、
代
理
人
が
本
人
と
し
て
公
正
証
書
の

作
成
を
嘱
託
す
る
こ
と
は
右
規
定
の
適
用
を
借
脱
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
嘱
託
は
違
法
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
公
正
証
書
は
公
正

の
効
力
を
生
ず
る
に
由
な
く
、
署
名
代
理
を
認
め
る
余
地
は
な
い
も
の
と
解
す
る
の

が
、
相
当
で
あ
る
。
」

一
八
　
　
（
一
四
四
六
》

隅
、
本
件
判
決
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
債
務
者
の
代
理
人
が
直
接
本
人
の
名
に

お
い
て
、
代
理
権
の
範
囲
内
で
実
体
関
係
と
合
致
し
た
内
容
の
公
正
証
書
の
作

成
を
公
証
人
に
嘱
託
し
、
か
つ
執
行
受
諾
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
　
（
い
わ
ゆ

る
署
名
代
理
）
、
実
体
関
係
を
正
確
に
反
映
し
た
公
正
証
書
で
あ
つ
て
も
、
作
成

手
続
に
お
い
て
署
名
代
理
方
式
が
と
ら
れ
た
こ
と
の
み
を
も
つ
て
当
該
公
正
証

書
は
公
正
の
効
力
を
有
し
な
い
と
判
示
し
た
。
本
問
題
に
関
す
る
初
め
て
の
最

高
裁
判
例
で
あ
る
。

　
判
決
要
旨
と
さ
れ
た
「
債
務
者
の
代
理
人
が
本
人
と
し
て
し
た
作
成
嘱
託
及

び
執
行
受
諾
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
公
正
証
書
は
、
債
務
名
義
と
し
て
の
効
力

が
な
い
。
」
の
点
に
つ
い
て
は
賛
成
で
あ
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
件
が

配
当
異
議
訴
訟
に
お
い
て
争
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
判
決
が
上
告
を
棄

却
し
た
結
論
に
は
疑
問
で
あ
る
。

二
、
公
証
人
法
が
署
名
代
理
方
式
を
適
法
な
代
理
の
方
式
と
は
認
め
て
い
な
い

点
に
つ
い
て
は
、
争
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
署
名
代
理
方
式
が
適
法
な

顕
名
の
方
法
で
あ
れ
ぽ
問
題
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
が
、
公
証
人
法
三
二
条
、

同
法
施
行
規
則
一
三
条
の
二
は
、
代
理
人
に
よ
る
嘱
託
の
場
合
に
つ
い
て
は
厳

格
な
手
続
を
明
文
で
要
求
し
て
い
る
う
え
、
公
正
証
書
の
作
成
嘱
託
及
び
執
行

受
諾
の
意
思
表
示
は
私
法
行
為
で
は
な
く
解
釈
も
厳
格
に
行
う
べ
き
だ
か
ら
で

あ
る
。
従
つ
て
、
代
理
人
が
自
ら
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
な
お
か

つ
本
人
の
名
前
で
公
正
証
書
の
作
成
嘱
託
を
し
た
場
合
、
公
証
人
は
そ
の
作
成

を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
民
法
に
お
い
て
は
判
例
　
（
例
え
ば
最

判
昭
和
四
四
・
一
二
二
九
民
集
二
三
巻
一
二
号
二
五
三
九
頁
）
、
学
説
（
例
え
ば
我
妻

「
新
訂
民
法
総
則
」
三
四
六
頁
）
と
も
署
名
代
理
方
式
が
適
法
な
顕
名
方
法
と
し



て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
条
文
上
（
九
九
条
）
顕
名
の
方
法
に
つ
い
て

厳
格
な
手
続
か
法
定
さ
れ
て
い
な
い
う
え
、
私
法
行
為
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る

か
ら
柔
軟
な
解
釈
の
余
地
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

三
、
と
こ
ろ
で
、
現
実
に
は
本
件
の
よ
う
に
署
名
代
理
方
式
に
よ
り
公
式
証
書

（
執
行
証
書
）
が
作
成
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
作
成
さ
れ

た
公
正
証
書
の
効
力
を
如
何
に
考
え
る
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。
本
件
判
決
に

お
い
て
唯
一
の
争
点
と
な
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
下
級
審
の
裁
判
例
に
つ
い
て
、
各
事
件
の
具
体
的
事

情
は
一
応
捨
象
し
て
結
論
の
み
を
み
る
と
、
債
務
者
側
の
代
理
人
が
署
名
代
理

方
式
を
と
つ
た
場
合
は
当
該
公
正
証
書
を
無
効
と
し
（
東
京
高
判
昭
和
三
四
．

二
・
二
五
下
民
集
一
〇
巻
二
号
四
二
七
頁
、
甲
府
地
判
昭
和
三
二
・
八
・
二
三
下
民
集
八
巻

八
号
一
五
七
五
頁
）
、
債
権
者
側
の
代
理
人
が
署
名
代
理
方
式
を
と
つ
た
場
合
は

有
効
と
し
て
い
る
（
大
阪
高
判
昭
和
三
四
・
六
二
二
下
民
集
一
〇
巻
六
号
＝
三
七

頁
、
福
岡
地
判
昭
和
三
九
・
四
・
一
四
金
融
法
務
事
情
三
七
六
号
六
頁
、
大
阪
地
判
昭
和

三
九
・
四
・
二
七
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
六
二
号
一
八
九
頁
）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
学
説
上
は
、
こ
れ
ま
で
本
問
題
に
つ
い
て
自
覚
的
に
論
じ
ら

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
本
判
決
に
対
す
る
判
例
評
釈
（
後
掲
）
に
お
い
て
、

署
名
代
理
方
式
で
作
成
さ
れ
た
公
正
証
書
の
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
に
対
し
て

い
ろ
い
ろ
な
疑
問
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

四
、
と
こ
ろ
で
、
執
行
証
書
の
制
度
は
判
決
手
続
を
経
ず
に
簡
易
に
債
務
名

義
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
債
務
名
義
の
重
大
な
機
能
を
考
え

れ
ば
、
適
正
、
公
平
が
確
保
さ
れ
る
判
決
手
続
を
経
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る

が
、
他
方
に
お
い
て
多
額
の
費
用
と
時
間
が
か
か
る
の
で
、
訴
訟
の
回
避
を
望

　
　
　
　
判
例
研
究

む
債
権
者
、
債
務
者
の
要
求
に
も
理
由
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
執
行
証
書
の
制
度

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
従
つ
て
あ
く
ま
で
例
外
的
な
制
度
で
あ
る
か
ら
そ
の
運

用
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
厳
格
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
強

制
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
当
人
に
と
つ
て
重
大
な
結
果
を
与
え
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
執
行
受
諾
の
意
思
表
示
は
で
き
る
限
り
直
接
本
人
が
な
す
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
公
証
人
法
は
代
理
人
に
よ
る
嘱
託
を
認
め
て
は
い
る
が
、
い
わ
ぽ
そ
の
代

償
と
し
て
三
二
条
に
お
い
て
、
代
理
権
の
証
明
は
証
書
に
よ
る
こ
と
を
要
求
し

（
一
項
）
、
そ
の
証
書
が
認
証
を
受
け
な
い
私
書
証
書
で
あ
る
と
き
は
代
理
人
の

印
鑑
証
明
も
要
求
し
（
二
項
）
、
そ
の
う
え
同
法
施
行
規
則
二
二
条
の
二
に
お
い

て
、
公
証
人
に
同
条
一
項
各
号
の
事
項
（
証
書
の
件
名
、
番
号
及
び
証
書
作
成
の
年

月
日
、
公
証
人
の
氏
名
及
び
役
場
、
代
理
人
及
び
相
手
方
の
住
所
及
び
氏
名
、
執
行
受
諾

の
意
思
表
示
の
有
無
）
を
本
人
に
通
知
す
る
手
続
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に

よ
り
、
極
力
本
人
の
意
思
に
反
し
て
公
正
証
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
措

置
を
講
じ
て
い
る
。

　
な
お
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は
債
務
者
を
代
理
す
る
権
限
の
な

い
者
が
そ
の
代
理
人
と
し
て
公
証
人
に
作
成
を
嘱
託
し
、
か
つ
、
執
行
受
諾
の

意
思
表
示
し
た
場
合
に
は
、
公
正
証
書
は
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
債
務
名
義

と
し
て
の
効
力
が
な
い
と
判
示
し
て
い
る
（
昭
和
五
〇
．
七
・
二
五
民
集
二
九
巻
六

号
二
七
〇
頁
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
署
名
代
理
方
式
で
嘱
記
さ
れ
る
場
合
は
代
理
権
を
証
す
る
証
書

は
提
出
さ
れ
ず
、
公
証
人
は
代
理
人
を
本
人
と
誤
信
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
り

に
右
証
書
を
代
理
人
が
提
出
す
れ
ば
、
公
証
人
は
正
規
の
代
理
の
方
式
を
要
求

す
る
の
で
署
名
代
理
方
式
に
よ
り
公
正
証
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
従
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っ
て
、
署
名
代
理
方
式
で
作
成
さ
れ
た
公
正
証
書
を
有
効
と
す
る
こ
と
は
、
無

権
代
理
に
よ
り
嘱
託
作
成
さ
れ
た
公
正
証
書
に
よ
り
執
行
手
続
が
進
行
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
重
要
な
担
保
と
な
る
、
右
規
則
に
定
め
ら
れ
た
本
人
に
対
す
る

通
知
が
欠
落
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
結
果
に
も
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
現
在
に
お
い
て
も
、
実
務
上
執
行
証
書
作
成
嘱
託
の
際
の
代
理
権

の
不
存
在
を
理
由
と
す
る
請
求
異
議
訴
訟
が
目
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
え
署
名
代
理
方
式
の
公
正
証
書
を
有
効
と
す
れ
ば
、
現
実
に
公
正
証
書
の
作

成
を
嘱
託
す
る
者
が
誰
で
あ
り
、
そ
の
者
に
い
か
な
る
権
限
が
あ
る
か
を
確
認

す
る
手
続
が
欠
如
す
る
こ
と
を
肯
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
右
訴
訟
が
さ
ら
に
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ひ
い
て
は
執
行
証
書
の
制
度
そ
の
も
の
の
基
礎
を

危
う
く
し
か
ね
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
債
務
者
の
代
理
人
が
署
名
代
理
方
式
で
嘱

託
し
作
成
さ
れ
た
公
正
証
書
は
、
一
率
無
効
と
し
、
右
争
い
を
未
然
に
防
ぐ
解

釈
を
と
る
こ
と
に
は
相
当
の
根
拠
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
本
件
判
決
の
要
旨
後
段
に
お
い
て
、
本
件
の
署
名
代
理
方
式
の
適
法

性
を
否
定
す
る
理
由
に
、
判
例
を
あ
げ
て
、
執
行
受
諾
の
意
思
表
示
は
訴
訟
行
為

で
あ
り
民
法
の
表
見
代
理
の
規
定
の
適
用
な
い
し
準
用
が
な
い
も
の
と
解
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
付
加
し
て
い
る
の
に
は
賛
成
で
ぎ
な
い
。
表
見
代
理
の
適
用
の

問
題
と
、
顕
名
の
手
段
と
し
て
署
名
代
理
方
式
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う

問
題
と
は
、
直
接
に
は
関
係
が
な
い
う
え
、
近
時
、
訴
訟
行
為
と
表
見
法
理
に

つ
い
て
は
研
究
が
深
ま
り
、
も
は
や
訴
訟
行
為
な
る
が
ゆ
え
に
表
見
法
理
の
適

用
を
否
定
す
る
の
み
で
は
説
得
力
を
欠
く
ぽ
か
り
で
な
く
、
下
級
審
に
お
い
て

は
、
す
で
に
民
法
一
一
〇
条
を
執
行
受
諾
の
意
思
表
示
に
適
用
す
る
こ
と
を
認
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め
る
判
例
が
で
て
お
り
（
東
京
地
判
昭
和
四
六
二
二
・
＝
二
判
例
時
報
六
六
二
号
六

三
頁
）
、
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
せ
ず
に
理
由
づ
け
に
加
え
る
必
要
は
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

五
、
と
こ
ろ
で
、
本
件
判
決
の
射
程
距
離
の
問
題
と
も
関
係
す
る
が
、
債
権
者
の

代
理
人
が
公
正
証
書
の
作
成
嘱
託
に
際
し
、
署
名
代
理
方
式
を
と
つ
た
場
合
は

右
と
は
別
個
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
債
権
者
の
代
理
人
は
執
行
受
諾
の
意

思
表
示
に
直
接
関
与
せ
ず
、
後
に
な
つ
て
執
行
証
書
作
成
嘱
託
の
代
理
権
に
つ

い
て
争
わ
れ
る
余
地
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
従
つ
て
、
右
の
場
合
に
作
成
さ

れ
た
公
正
証
書
の
効
力
を
否
定
す
る
理
由
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
判
決
の

文
言
か
ら
は
、
債
権
者
の
代
理
人
が
署
名
代
理
方
式
を
と
つ
た
場
合
に
別
個
に

考
え
る
余
地
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

六
、
右
の
よ
う
に
、
最
高
裁
が
本
件
公
正
証
書
の
効
力
を
否
定
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
賛
成
で
あ
る
が
、
こ
の
点
か
ら
す
ぐ
に
上
告
棄
却
の
結
論
を
導
ぎ
出
し

た
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
本
件
の
執
行
証
行
書
の
効
力
が
否
定
さ
れ
て
、
Y
の
差
押
が
無
効
と
な
る
と

し
て
も
、
右
差
押
を
執
行
力
あ
る
正
本
に
基
づ
か
な
い
配
当
要
求
（
民
訴
法
六
二

〇
条
）
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
審
が
既
に
確
定
し
て
い
る
実
体
関

係
の
存
在
を
理
由
と
し
て
、
X
の
申
立
を
棄
却
す
る
余
地
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
い

わ
ゆ
る
無
効
行
為
の
転
換
の
問
題
で
あ
る
が
、
学
説
は
実
体
法
、
訴
訟
法
を
問
わ

ず
認
め
て
い
る
（
我
妻
前
掲
三
九
二
頁
、
三
ケ
月
「
民
事
訴
訟
法
」
一
三
七
頁
）
。
　
本

件
の
場
合
、
債
務
者
の
認
諾
手
続
（
同
法
六
二
〇
条
、
五
九
一
条
二
項
、
三
項
）
が

存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
配
当
異
議
訴
訟
に
於
て
は
、
債
務
者
は
執
行
債

権
の
存
在
、
範
囲
に
つ
い
て
争
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
は
右
無



効
行
為
の
転
換
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

七
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
本
件
判
決
は
、
署
名
代
理
方
式
の
適
法

性
の
み
を
論
じ
た
上
告
理
由
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、
右
配
当
異
議
訴
訟
特
有
の
問

題
の
考
察
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
し
ま
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
公
正
証
書
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
に
つ
い
て
は
奥
村
正
策
「
公
正
証

書
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（
司
法
研
究
報
告
書
一
三
輯
一
号
）
が
あ
り
、
本
件
最

高
裁
判
決
の
評
釈
な
い
し
解
説
と
し
て
は
、
徳
田
和
幸
（
判
例
タ
ィ
ム
ズ
三
四
六

号
二
〇
頁
）
、
中
村
英
郎
（
判
例
評
論
壬
二
号
一
四
二
頁
）
、
住
吉
博
（
五
一
年
度

重
要
判
例
解
説
；
三
頁
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
二
年
七
月
三
一
日
）
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